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「
ザ
ー
」
の
発
掘
調
査
に
み
る
宮
古
島
狩
俣
集
落
と
祭
祀
の
展
開

　

石
　
井
　
龍
　
太

は
じ
め
に

筆
者
は
琉
球
諸
島
の
歴
史
、
特
に
近
世
琉
球
期
の
民
衆
史
研
究
を
志
し
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
助
力
を
得
つ
つ
、

琉
球
諸
島
各
地
の
集
落
遺
跡
を
対
象
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
た
だ
八
重
山
諸
島
と
沖
縄
島
の
集
落
、
中
で
も

近
世
琉
球
期
か
ら
近
代
期
へ
移
行
す
る
時
期
の
調
査
研
究
に
偏
り
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
宮
古
島
最
北
の
集
落
で
あ
る
狩
俣
集
落
（
図
1
）
の
調
査
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
浦
山
隆
一
氏

（
建
築
史
学
）
の
お
誘
い
を
受
け
、
2
0
1
5
年
か
ら
狩
俣
集
落
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
ま
ず

過
去
に
存
在
し
た
囲
壁
に
関
心
を
寄
せ
、
東
側
に
残
る
土
塁
の
測
量
（
石
井
他
2
0
1
8
）
と
発
掘
調
査
（
石
井

2
0
1
9
b
、
c
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
を
展
示
紹
介
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
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も
実
施
し
た
（
石
井
2
0
1
9
a
）。

筆
者
ら
は
2
0
1
9
年
に
狩
俣
集
落
の
聖
地
の
ひ
と
つ

「
ザ
ー
」
の
測
量
と
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。「
ザ
ー
」
は
狩

俣
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
緩
傾
斜
の
広
場
空
間
内
の

奥
に
石
積
、
更
に
そ
の
奥
に
建
屋
が
置
か
れ
る
。
本
稿
は
調

査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
多
く
の
知
見
を
踏
ま
え
て
、
狩
俣
集

落
の
伝
統
祭
祀
と
集
落
の
歴
史
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
。

な
お
最
初
に
表
記
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
扱
う

「
ザ
ー
」
は
、
一
般
に
は
空
間
も
建
屋
も
特
に
分
別
せ
ず
「
ザ
ー
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
表
記
は

資
料
・
論
考
に
よ
っ
て
「
座
」「
座
屋
」「
座
家
」「
座
御
嶽
」「
ザ
ー
」「
ザ
ー
ヌ
ム
ト
ゥ
」「
ザ
ー
ヤ
ー
」
等
、
多
岐
に

渡
る
。

新
里
幸
昭
氏
は
「
ザ
ー
と
い
う
神
庭
」「
ザ
ー
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
る
神
屋
」
と
表
記
し
て
い
る
（
新
里
1
9
9
3
：

2
3
2
）。
ま
た
奥
濱
幸
子
氏
は
ザ
ー
の
庭
を
「
ミ
ナ
ー
（
中
庭
）」
と
表
記
し
て
い
る
（
奥
濱
2
0
2
0
：
2
2
6

他
）。
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
表
記
を
参
考
に
、
本
稿
で
は
空
間
全
体
を
「
ザ
ー
」、
空
間
内
の
建
屋
を
「
ザ
ー
ヤ
ー
」、

空
間
内
の
庭
を
「
ミ
ナ
ー
」
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

5km

200m

図1　狩俣集落とザーの位置
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1
．
先
行
研
究

「
狩
俣
は
、
記
録
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
集
落
で
あ
る
」（
内
田
2
0
0
0
：
8
）
と
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
、
狩

俣
集
落
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
く
、
ま
た
幅
広
い
領
域
に
及
ん
で
い
る
。

た
だ
し
分
野
に
よ
る
偏
り
は
大
き
く
、
本
稿
で
扱
う
考
古
学
の
先
行
研
究
は
豊
富
と
は
言
え
な
い
。
1
9
6
9
年
8

月
に
沖
縄
大
学
が
先
駆
的
な
調
査
を
実
施
し
て
お
り
（
比
嘉
編
1
9
7
0
）、
土
器
、
陶
磁
器
、
須
恵
器
、
紡
錘
車
、

貝
製
品
、
石
器
を
採
集
し
、
集
落
の
上
方
（
後
方
の
丘
陵
側
）
と
下
方
で
主
体
と
な
る
土
器
が
変
化
す
る
こ
と
を
指

摘
、
細
か
な
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
沖
縄
県
に
よ
る
遺
跡
分
布
調
査
が
行
わ
れ
、
集
落
後
方
の
丘
陵
地
に
狩

俣
遺
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
1
9
8
3
：
18
、
63
）。

本
稿
で
は
ザ
ー
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
、
民
俗
学
、
文
献
史
学
、
伝
承
に
大
別
し
て
先
行
研
究
を
略
述
す
る
。

1

−

1
．
民
俗
学
の
先
行
研
究

ザ
ー
に
関
す
る
最
古
の
調
査
は
鎌
倉
芳
太
郎
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
鎌
倉
氏
は
1
9
2
3
年
に
狩
俣
を
訪
れ
、

ザ
ー
を
含
め
た
聖
地
の
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、
貴
重
な
写
真
と
図
面
を
残
し
て
い
る
（
図
2

−

1
～
4　

鎌
倉

1
9
8
2
：
13
、
20

−

22
、
28
）。
鎌
倉
資
料
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
お
よ
そ
1
0
0
年
前
と
現
在
の
状
況

を
比
較
し
、
そ
の
間
に
進
行
し
た
変
化
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

「
ザ
ー
」
は
「
座
御
嶽zanuutaki

」
と
表
記
さ
れ
、
写
真
撮
影
と
採
寸
、
ス
ケ
ッ
チ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ザ
ー
ヤ
ー
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は
「
座
御
嶽
神
殿
」
と
表
記
さ
れ
、
写
真
を
見
る
限
り
屋
根
は
茅
葺
き
で
あ
っ
た
（
図
2

−

1
）。
ま
た
ザ
ー
ヤ
ー
の

床
面
は
、
東
側
が
床
か
ら
一
尺
の
高
さ
に
藁
が
積
ま
れ
て
寝
台
の
様
に
作
ら
れ
て
お
り
、
祭
祀
で
ザ
ー
に
籠
る
際
に
使

用
し
た
と
さ
れ
る
（
図
2

−

2
、
3　

鎌
倉
1
9
8
2
：
28
）。
図
に
付
さ
れ
た
メ
モ
に
よ
れ
ば
、「
四
モ
ト
ノ
「
ウ
ヤ

パ
」」
四
人
と
「
ザ
ヌ
ヌ
シ
」
一
人
の
計
5
人
が
、
夜
籠
（yugum

ugu

）
願
（K

um
ugu-negazu

）
の
時
に
座
る
場

で
あ
り
、
他
の
人
は
下
に
座
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
2

−

3　

鎌
倉
1
9
8
2
：
22
）。

そ
し
て
西
側
に
は
香
炉
（koro

）
が
置
か
れ
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
ら
し
い
も
の
も
香
炉
の
そ
ば
に
置
か
れ
る
。
そ
の
前
に

は
「
火
の
神
」（ukam

agam

）
の
石
3
個
が
並
ぶ
炉
（ukam

a

）
が
あ
り
、
壁
際
に
は
タ
モ
ン
（tam

unu

）
と
呼
ば

れ
る
後
ろ
の
山
か
ら
取
っ
た
薪
が
積
ま
れ
、
そ
の
す
ぐ
上
の
壁
の
上
面
に
は
茶
碗
と
マ
ッ
チ
が
置
か
れ
て
い
た
と
記
録

さ
れ
る
（
図
2

−

2
～
4　

鎌
倉
1
9
8
2
：
22
、
28
）。
鎌
倉
氏
は
、
こ
こ
で
火
を
燃
や
し
夏
至
か
冬
至
の
朝
に
日

の
出
の
太
陽
を
拝
む
と
推
察
し
て
お
り
、
そ
の
夜
籠
り
の
際
に
は
座
の
主
と
狩
俣
四
元
か
ら
出
る
ウ
ヤ
バ
（
男
性
）
四

人
が
参
加
し
て
儀
式
を
行
い
、
供
物
と
し
て
海
の
幸
の
魚
、
蛸
を
捧
げ
た
と
記
録
す
る
（
鎌
倉
1
9
8
2
：
28
）。

ま
た
文
章
に
よ
る
記
載
は
な
い
が
、
ザ
ー
の
床
中
央
に
は
北
壁
に
接
し
て
6
．
7
尺
×
7
．
7
尺
の
範
囲
に

「tam
auginurpa

」
と
記
載
さ
れ
る
丸
石
と
思
し
き
も
の
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
（
図
2

−

2
、
3　

鎌
倉
1
9
8
2
：
22
）。

ザ
ー
が
関
連
す
る
狩
俣
の
年
間
祭
祀
は
多
い
。
佐
渡
山
氏
は
「
ザ
ー
ヌ
ム
ト
ゥ
」
と
紹
介
し
、
ザ
ー
と
は
人
々
が
集

ま
る
所
の
意
で
あ
り
、
ム
ラ
の
行
事
や
祭
事
な
ど
は
こ
こ
を
中
心
に
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
す
る
（
佐
渡
山
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1

2 3

4 5

1、茅葺屋根のザーヤー全景	 2、ザーヤーの構造図	 3、ザーヤーの平面図
4、ザーヤー内部の火の神及び香炉の見取り図� 5、セメント瓦屋根のザーヤー全景

図2　先行研究にみるザーヤー
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2
0
0
8
：
13
）。
中
で
も
旧
暦
10
月
か
ら
12
月
に
5
回
行
わ
れ
る
伝
統
祭
祀
ウ
ヤ
ー
ン
（
ウ
ヤ
ガ
ン
）
は
強
い
結
び

つ
き
を
持
っ
て
い
る
。
奥
濱
幸
子
氏
に
よ
れ
ば
、
午
の
方
向
か
ら
来
訪
す
る
世
ぬ
神
を
迎
え
、
集
落
に
世
果
報
が
満
ち

る
よ
う
に
祈
る
豊
穣
祈
願
と
さ
れ
る
（
奥
濱
2
0
2
0
：
2
1
0
）。
そ
し
て
ザ
ー
は
ウ
ヤ
ー
ン
祭
祀
の
中
で
重
要
か

つ
立
ち
入
り
を
禁
じ
ら
れ
る
北
の
山
の
祭
場
と
同
様
な
機
能
を
有
し
、
対
応
す
る
祭
場
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
（
奥

濱
2
0
2
0
：
2
6
2
）。

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
か
ら
、
ザ
ー
と
結
び
つ
く
年
間
祭
祀
の
概
略
を
ま
と
め
る
と
左
記
の
通
り
と
な
る
（
祭
日
は

旧
暦
）。

•
�

ザ
ー
願
い
と
ヨ
ー
イ
ウ
プ
ナ
ー　

1
月
15
～
19
日
。
神
女
は
ザ
ー
に
泊
ま
る
。
2
日
目
は
各
自
の
家
や
各
元
で

旧
十
六
日
祭
、
17
日
に
は
ブ
ン
ミ
ャ
ー
で
ク
イ
チ
ャ
ー
を
踊
る
。
20
日
の
朝
帰
宅
す
る
（
狩
俣
2
0
1
1
：

2
9
9

−
3
0
0
）。

•
�

大
世
鎮　

4
月
卯
～
辰
。
神
女
た
ち
は
ザ
ー
に
集
ま
り
、
ザ
ー
ヤ
ー
で
祭
事
が
始
ま
る
。
そ
の
後
一
般
女
性
も

集
ま
っ
て
ザ
ー
の
庭
で
ピ
ャ
ー
シ
を
謡
っ
て
奉
納
す
る
。
2
日
目
に
は
ザ
ー
の
庭
に
集
ま
っ
た
神
女
全
員
で

「
大
世
鎮
ぬ
ピ
ャ
ー
シ
」
を
謡
い
奉
納
す
る
（
狩
俣
2
0
1
1
：
3
0
4
）。

•
�

芋
豊
礼　

4
月
巳
～
申
。
ザ
ー
で
実
施
。
あ
ら
か
じ
め
集
め
た
芋
で
神
酒
を
作
り
、
神
女
以
外
の
50
歳
以
上
の

女
性
も
参
加
し
て
ピ
ャ
ー
シ
が
謡
わ
れ
、
芋
の
豊
作
を
祈
願
す
る
（
狩
俣
2
0
1
1
：
3
0
5
）。
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•
�

ヂ
ー
ブ
バ
ナ
（
ウ
ヤ
ー
ン
第
一
回
目
）　

10
月
丑
～
午
。
神
女
た
ち
は
大
城
元
・
大
母
家
・
白
サ
グ
等
で
の
儀

礼
の
後
、
ザ
ー
へ
移
動
し
、
北
の
山
に
上
が
る
。
辰
の
日
の
午
後
に
ザ
ー
へ
降
り
、
中
庭
（
ミ
ナ
ー　

ザ
ー
の

庭
）
で
満
座
を
作
っ
て
神
謡
を
詠
む
。
儀
礼
を
追
え
る
と
、
神
衣
装
を
ザ
ー
外
周
の
戌
亥
の
方
角
（
北
西
）
に

あ
る
所
定
の
位
置
（
奉
納
口
）
に
納
め
る
。
こ
の
晩
は
ザ
ー
ヤ
ー
で
宿
泊
す
る
。
翌
朝
、
集
落
の
人
に
遭
遇
し

な
い
様
に
帰
宅
す
る
（
奥
濱
2
0
2
0
：
2
2
3

−

2
2
6
）。

•
�

イ
ダ
ス
カ
ム
（
ウ
ヤ
ー
ン
第
二
回
目
）　

11
月
初
酉
～
午
。
神
女
た
ち
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
神
衣
装
を
懐

に
忍
ば
せ
て
ザ
ー
に
集
ま
り
、
そ
の
後
後
背
に
位
置
す
る
テ
ィ
ン
ド
ー
へ
上
が
り
神
謡
を
詠
む
。
そ
し
て
テ
ィ

ン
ド
ー
で
人
か
ら
神
に
な
る
た
め
の
儀
式
（
祖
神
の
孵
化
）
を
行
い
、
神
衣
を
着
け
、
再
び
ザ
ー
に
降
り
る
。

そ
の
後
北
の
山
へ
入
る
。
戌
の
日
午
後
8
時
ご
ろ
に
山
か
ら
下
り
、
内
定
し
て
い
た
新
し
い
ウ
ヤ
ー
ン
の
自
宅

を
訪
問
し
、
伴
っ
て
再
び
北
の
山
へ
入
る
。
亥
の
日
に
は
世
果
報
祈
願
、
子
の
日
に
は
ア
サ
ー
ン
の
儀
礼
や
満

座
が
行
わ
れ
る
。
子
の
日
の
最
後
に
ザ
ー
で
神
衣
装
を
解
き
、
外
周
の
北
西
に
納
め
る
。
そ
の
後
再
び
テ
ィ
ン

ド
ー
へ
上
が
り
、
後
背
の
稜
線
を
走
る
干
瀬
の
道
を
通
っ
て
北
の
山
へ
籠
る
。
こ
れ
を
「
白
鳥
に
な
っ
て
飛

ぶ
」
と
表
現
す
る
。
そ
の
後
再
び
ザ
ー
へ
移
動
し
、
北
西
角
の
所
定
の
場
所
に
諸
々
の
植
物
に
よ
る
祭
具
を
納

め
る
。
そ
の
後
祭
祀
は
午
の
日
ま
で
続
け
ら
れ
る
（
奥
濱
2
0
2
0
：
2
3
1

−

2
3
6
）。

•
�

ス
マ
バ
イ
ウ
ヤ
ー
ン
（
ウ
ヤ
ー
ン
第
三
回
目
） 　

11
月
申
～
亥
。
前
日
に
上
草
冠
の
材
料
を
採
取
し
ザ
ー
で
形

を
整
え
て
保
管
す
る
。
ま
た
手
草
は
ザ
ー
か
ら
テ
ィ
ン
ド
ー
へ
上
が
る
道
の
傍
ら
に
置
か
れ
る
。
申
の
日
の
午
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後
、
神
女
た
ち
は
マ
ト
ゥ
ガ
ヤ
ー
に
集
合
、
次
い
で
ザ
ー
へ
移
動
し
て
草
冠
と
手
草
を
持
ち
、
ザ
ー
か
ら
テ
ィ

ン
ド
ー
へ
上
が
り
北
の
山
へ
入
る
。
酉
の
日
の
午
後
9
時
ご
ろ
、
北
の
山
を
出
て
各
戸
の
厄
払
い
を
行
い
、
そ

の
後
再
び
北
の
山
へ
入
る
。
戌
の
日
は
テ
ィ
ン
ド
ー
で
神
謡
を
詠
ん
だ
後
、
北
の
山
へ
上
が
り
、
ザ
ー
に
降
り

て
満
座
を
行
い
、
上
草
冠
や
手
草
等
を
ザ
ー
外
周
の
戌
亥
の
方
角
（
北
西
）
の
所
定
の
位
置
に
納
め
る
。
さ
ら

に
ザ
ー
ヤ
ー
に
て
新
し
い
神
女
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
ザ
ー
ヤ
ー
で
宿
泊
し
、
亥
の
日
翌
朝
自
宅
へ
戻
る
（
奥

濱
2
0
2
0
：
2
4
0

−

2
4
3
）。

•
�

ア
ー
ブ
ガ
ー
（
ウ
ヤ
ー
ン
第
四
回
目
）　

11
月
寅
～
辰
。
ス
マ
バ
イ
ウ
ヤ
ー
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
前
日
の
丑
の

日
に
ザ
ー
で
草
冠
が
用
意
、
保
管
さ
れ
、
ま
た
手
草
が
テ
ィ
ン
ド
ー
へ
上
が
る
道
の
傍
ら
に
置
か
れ
る
。
初
日

の
寅
の
日
に
は
ザ
ー
に
集
ま
っ
て
神
衣
を
身
に
着
け
る
。
そ
の
後
東
門
を
く
ぐ
っ
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各

所
を
回
り
、
北
の
山
へ
上
が
る
。
卯
の
日
に
は
北
の
山
か
ら
ザ
ー
へ
降
り
、
草
装
を
納
め
て
ザ
ー
に
泊
ま
り
、

翌
朝
自
宅
へ
戻
る
（
奥
濱
2
0
2
0
：
2
4
5

−

2
4
7
）。

•
�

ト
ゥ
デ
ィ
ア
ギ
ィ
（
ウ
ヤ
ー
ン
第
五
回
目
）　

12
月
初
申
～
午
。
イ
ダ
ス
カ
ム
と
同
じ
く
、
神
女
た
ち
は
あ
ら

か
じ
め
用
意
し
た
神
衣
を
懐
に
抱
え
て
ザ
ー
に
集
ま
り
、
テ
ィ
ン
ド
ー
に
上
が
る
。
そ
し
て
テ
ィ
ン
ド
ー
で
の

儀
礼
を
経
て
再
び
ザ
ー
に
降
り
、
そ
の
後
北
の
山
に
4
日
間
籠
っ
て
儀
礼
を
行
う
。
亥
の
日
に
北
の
山
か
ら
降

り
て
世
果
報
祈
願
、
亥
の
日
か
ら
子
の
日
に
は
ア
サ
ー
ン
の
儀
礼
、
三
十
三
拝
祈
願
、
踊
座
で
の
世
果
報
儀
礼

を
行
い
、
満
座
を
作
っ
て
北
の
家
元
の
儀
礼
、
大
城
元
の
儀
礼
、
前
の
家
元
の
儀
礼
を
行
う
。
そ
の
後
ザ
ー
へ
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移
動
し
、
草
装
し
た
諸
々
の
植
物
を
戌
亥
の
方
角
（
北
西
）
の
所
定
の
位
置
（
奉
納
口
）
に
納
め
る
。
各
祭
場

で
一
泊
す
る
。
そ
の
後
も
様
々
な
儀
礼
が
続
き
、
午
の
日
に
な
っ
て
懐
に
神
衣
を
偲
ば
せ
て
帰
宅
す
る
（
奥
濱

2
0
2
0
：
2
4
8

−

2
5
2
）。

1

−

2
．
文
献
史
学
の
先
行
研
究

『
御
嶽
由
来
記
』（
1
7
0
5
～
7
年
）
や
『
琉
球
国
由
来
記
』（
1
7
1
3
年
）
に
は
、
狩
俣
集
落
の
発
祥
に
関
わ

る
母
の
神
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
狩
俣
集
落
東
方
の
島
尻
當
原
に
降
り
た
「
豊
見
赤
星
テ
ダ
ナ
フ
ラ
眞
主
」
は
、
御
嶽

で
あ
る
大
城
山
に
独
居
し
、、
蛇
を
父
と
す
る
双
子
の
男
女
を
生
む
。
男
子
の
「
ハ
ブ
ノ
ホ
チ
テ
ラ
ノ
ホ
チ
豊
見
」
は

狩
俣
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
。
そ
し
て
女
子
の
「
山
ノ
フ
セ
ラ
イ
青
シ
バ
ノ
眞
主
」
は
神
に
な
っ
た
と
い
う
。

『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
そ
の
詳
細
と
そ
の
後
の
顛
末
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
五
六
歳
ノ
比
、
髪
ヲ
乱
シ
、
白
浄
衣
ヲ
着
シ
テ
、
コ
ウ
ツ
ト
云
フ
、
葛
カ
ヅ
ラ
、
帯
ニ
シ
テ
、
青
シ
バ
ト
云

葛
ヲ
、
八
巻
ノ
下
地
ノ
形
ニ
巻
キ
、
冠
ニ
シ
テ
、
高
コ
バ
ノ
筋
ヲ
、
杖
ニ
シ
テ
、
右
ニ
ツ
キ
、
青
シ
バ
葛
ヲ
、
左

手
ニ
持
チ
、
神
ア
ヤ
ゴ
ヲ
謡
ヒ
、
我
ハ
是
、
世
ノ
タ
メ
、
神
ニ
成
ル
由
ニ
テ
、
大
城
山
に
飛
揚
リ
、
行
方
不
知
、

失
ニ
ケ
ル
。
依
之
、
狩
俣
村
ノ
女
共
、
年
ニ
一
度
完
、
大
城
山
ニ
相
集
リ
、
フ
セ
ラ
イ
ノ
祭
礼
ア
リ
。
夫
ヨ
リ

漸
々
、
島
中
相
廣
メ
、
ヨ
ナ
フ
シ
神
遊
ト
云
テ
、
諸
村
ヨ
キ
女
共
、
毎
年
十
月
ヨ
リ
、
十
二
月
マ
デ
、
月
ニ
五
ケ
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日
完
、
精
進
潔
齋
、
山
ノ
フ
セ
ラ
イ
ノ
、
裳
束
ノ
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
、
昼
中
ハ
野
山
ニ
閉
籠
リ
、
晩
景
ニ
ハ
諸
村
根
所

ノ
、
嶽
々
ニ
馳
セ
集
リ
、
臼
太
鼓
ノ
ヤ
ウ
ニ
立
備
ヒ
、
神
ア
ヤ
ゴ
ト
テ
ウ
タ
ヒ
、
世
ガ
ホ
ウ
ヲ
願
ヒ
、
神
遊
仕
タ

ル
処
…

（
伊
波
他
1
9
6
2
：
5
8
9

−

5
9
0
）

「
島
中
相
廣
メ
」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
宮
古
各
地
で
行
わ
れ
る
祭
祀
の
「
由
来
」
が
狩
俣
で
あ
る
と
す
る
言

説
が
、
18
世
紀
か
ら
存
在
す
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
（
内
田
2
0
0
0
：
7
）。

な
お
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
康
熙
16
年
（
1
6
7
7
年
）
に
「
民
ノ
疲
労
」
を
理
由
と
し
て
こ
の
祭
祀
は

禁
制
と
さ
れ
て
い
る
（
伊
波
他
1
9
6
2
：
5
9
0
）
こ
と
か
ら
、
ウ
ヤ
ー
ン
の
原
型
と
な
る
こ
の
「
フ
セ
ラ
イ
の
祭

礼
」
は
17
世
紀
後
半
ま
で
に
開
始
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ザ
ー
に
関
す
る
言
及
は
無
い
が
、
ウ
ヤ
ー
ン
の
原

型
が
17
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
の
で
あ
れ
ば
、
ウ
ヤ
ー
ン
と
強
く
結
び
つ
い
た
ザ
ー
の
成
立
も
ま
た
17
世
紀
後
半
ま
で
遡

る
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
集
落
で
は
禁
令
に
も
関
わ
ら
ず
、
祭
祀
を
継
続
し
た
（
あ
る
い
は
復
活
さ
せ
た
）
ら
し
く
、
お
よ
そ
半
世
紀

後
に
通
達
さ
れ
た
『
与
世
山
親
方
規
模
帳
』（
1
7
6
7
年
）
に
は
、
狩
俣
と
島
尻
に
お
い
て
ウ
ヤ
ー
ン
と
思
わ
れ
る

祭
祀
の
禁
止
令
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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一
、�

狩
俣
村
之
儀
五
拾
歳
以
上
之
女
三
拾
人
程
白
衣
裳
ニ
而
神
之
真
似
い
た
し
十
一
月
者
神
出
十
二
月
者
送
与
〆

毎
年
弐
度
完
昼
夜
三
日
山
奥
ニ
隠
居
夜
更
候
時
分
人
目
を
忍
大
城
本
西
之
家
本
両
所
江
寄
合
躍
候
旧
例
有
之

由
不
宜
候
間
向
後
可
召
留
事

�

（
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
1
9
8
1
：
6
3
0

−

6
3
1
）

こ
こ
で
は
祭
祀
の
詳
細
は
省
か
れ
て
い
る
が
、
年
配
の
多
く
の
女
性
が
白
い
神
衣
装
を
ま
と
っ
て
神
の
ま
ね
ご
と
を

し
、
年
末
に
現
れ
る
こ
と
、
三
日
間
の
山
籠
も
り
を
す
る
こ
と
、
人
目
を
忍
ぶ
こ
と
、「
大
城
本
」
す
な
わ
ち
大
城
元

や
西
之
家
本
に
集
ま
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
更
に
こ
れ
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
現
代
に
確
認
さ
れ
る
ウ
ヤ
ー
ン
と
共
通
点

が
多
く
、
同
様
の
祭
祀
の
禁
止
令
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
狩
俣
と
島
尻
に
は
、
快
気
祝
い
や
祭
祀
の
際
の

神
酒
作
り
を
禁
じ
る
等
、
様
々
な
祭
祀
簡
略
化
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
祭
祀
は
止
ま
ず
、『
宮
古
島
在
番
記
』
乾
隆
58
年
（
1
7
9
3
年
）
8
月
の
記
事
に
は
、
祭
祀
を
旧
来
通
り
認

め
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。

一　

�

両
先
島
之
儀
往
古
ヨ
リ
老
若
男
女
節
々
祈
願
祭
事
執
行
野
原
濱
邊
へ
罷
出
遊
事
ヲ
モ
為
有
之
事
候
へ
共
乾
隆

三
十
二
年
亥
年
御
検
使
被
差
遣
候
節
被
召
留
置
候
然
ル
処
百
姓
之
儀
何
方
モ
同
然
不
断
致
苦
労
者
ニ
候
処
右

式
有
来
儀
共
差
留
候
テ
ハ
却
テ
相
怠
農
業
等
之
励
ニ
モ
不
相
成
其
上
往
古
之
旧
俗
相
止
候
迚
向
レ
モ
不
安
ニ
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可
存
事
ニ
候
故
此
節
ヨ
リ
都
テ
跡
々
ノ
通
御
免
被
仰
付
候
条
祈
願
祭
事
遊
事
等
有
来
通
執
行
農
務
夫
々
ノ
職

事
猶
以
出
精
相
働
候
様
可
被
申
渡
旨
御
差
図
ニ
テ
候
以
上

　
　
　

丑
八
月　
　

天
願
親
雲
上

　
　
　

具
志
川
親
方

�

（
平
良
市
史
編
さ
ん
委
員
会
1
9
8
1
：
1
0
5
）

1

−

3
．
伝
承

管
見
の
限
り
、
近
世
琉
球
期
以
前
の
文
献
資
料
に
ザ
ー
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
由
来
に
関
す
る
狩
俣
集
落

の
伝
承
が
あ
る
と
い
う
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
第
一
尚
氏
第
7
代
国
王
の
尚
徳
王
が
粛
清
を
逃
れ
て
狩
俣
に
辿
り
着
き
、、

「
ユ
マ
サ
イ
（
世
優
）
主
」
と
呼
ば
れ
て
慕
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
森
を
拓
い
て
広
場
を
作
り
、
村
人
た
ち
を
集
め

て
学
習
さ
せ
て
い
た
場
が
ザ
ー
で
あ
る
と
い
う （
狩
俣
歴
史
文
化
村
創
成
会
2
0
1
5
：
12
）。

2
．
測
量
・
発
掘
調
査

上
述
の
通
り
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
琉
球
諸
島
各
地
の
集
落
遺
跡
に
お
い
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
狩
俣
集

落
を
巡
る
重
厚
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
踏
査
と
遺
跡
の
測
量
、
発
掘
調
査
を
2
0
1
5
年
か
ら
継
続
し
て
き

た
。



91 「ザー」の発掘調査にみる宮古島狩俣集落と祭祀の展開

本
稿
で
扱
う
2
0
1
9
年
春
の
「
ザ
ー
」「
ザ
ー
ヤ
ー
」
調
査
は
、
筆
者
た
ち
に
と
っ
て
2
度
目
の
発
掘
調
査
と
な

る
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
ア
ブ
ン
マ
と
自
治
会
長
を
通
じ
て
自
治
会
に
調
査
可
否
の
審
議
を
依
頼
し
、
了
承

を
得
た（

（
（

。
ま
た
調
査
期
間
中
は
必
要
な
機
材
の
確
保
等
、
様
々
な
ご
後
援
を
頂
い
た
。

2

−

1
．
調
査
の
経
緯

調
査
は
2
0
1
9
年
4
月
27
日
か
ら
5
月
6
日
ま
で
実
施
し
た
。
前
半
は
少

数
名
に
よ
る
測
量
が
行
わ
れ
、
5
月
1
日
か
ら
ザ
ー
ヤ
ー
内
に
ト
レ
ン
チ
（
発

掘
坑
）
を
設
け
て
調
査
を
行
っ
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

石
井
龍
太
（
調
査
団
長
）、
山
本
正
昭
、
阿
部
常
樹
、
深
山
絵
実
梨
、
角
道

亮
介
、
飯
島
春
樹

ザ
ー
ヤ
ー
内
部
は
暗
く
蒸
し
暑
か
っ
た
た
め
、
隣
家
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を
引

き
、
電
灯
と
扇
風
機
を
持
ち
込
ん
で
の
調
査
と
な
っ
た
。
ま
た
実
施
に
当
た
っ

て
は
事
前
に
ア
ブ
ン
マ
（
当
時
）
の
下
地
克
子
氏
に
神
願
い
を
し
て
い
た
だ

き
、
調
査
チ
ー
ム
が
揃
っ
た
5
月
1
日
に
改
め
て
神
願
い
を
し
て
い
た
だ
い
た

（
図
3
）。

図3　下地克子氏による神願い（2019年5月1日）
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2

−

2
．
測
量
調
査
の
成
果

調
査
は
ま
ず
「
ザ
ー
」
の
地
表
面
上
に
確
認
で
き
る
諸
施
設
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
た
。
全
体
の
草
刈
り
と

踏
査
を
行
い
、
確
認
さ
れ
た
施
設
の
諸
特
徴
を
確
認
し
、
測
量
を
行
っ
た
。

ザ
ー
ヤ
ー

ザ
ー
の
奥
に
位
置
す
る
建
物
で
あ
り
、
ウ
ヤ
ー
ン
祭
祀
の
際
に
祈
祷
や
宿
泊
が
行
わ
れ
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
鎌

倉
資
料
で
は
「
座
御
嶽
拝
所
」
と
さ
れ
る
。

ザ
ー
自
体
が
標
高
約
4
m
の
斜
面
地
に
築
か
れ
て
い
る
が
、
ザ
ー
ヤ
ー
の
床
は
低
平
で
あ
る
。
ザ
ー
の
断
面
図
（
図

4

−

1

−

1
）
を
見
る
と
、
傾
斜
の
高
い
個
所
を
削
り
、
低
い
個
所
に
土
盛
り
し
て
平
坦
な
床
面
を
築
い
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
平
面
形
は
8
m
×
5
．
5
m
の
東
西
に
長
い
長
方
形
を
呈
す
る 

（
図
4

−

1

−

1
）。
屋
根
は
赤
い

素
焼
き
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
瓦
（
S
型
（
桟
瓦
））
を
葺
い
て
い
る
（
図
4

−

2

−

1
）。
葺
き
土
は
な
く
、
屋
根
組
み
に

直
接
瓦
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
鎌
倉
資
料
に
見
ら
れ
る
棟
持
ち
柱
は
な
い
。

ザ
ー
ヤ
ー
の
入
口
は
南
側
に
二
箇
所
設
け
ら
れ
て
お
り
、
二
つ
と
も
正
面
向
か
っ
て
左
側
が
蝶
番
で
取
り
付
け
ら
れ

た
木
製
の
開
き
戸
と
な
っ
て
い
る
（
図
4

−

2

−

1
）。
二
つ
の
扉
の
間
に
は
、
昭
和
29
年
の
新
築
に
お
け
る
寄
付
者

の
氏
名
を
記
し
た
セ
メ
ン
ト
製
の
芳
名
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
図
4

−

2

−

2
）。
開
口
部
は
横
幅
約
70
㎝
を
測
る
。

戸
を
開
け
て
入
る
と
、
25
㎝
ほ
ど
奥
か
ら
幅
広
と
な
り
、
横
幅
は
最
大
で
90
㎝
を
超
え
る
。

な
お
東
側
の
戸
の
敷
居
近
く
に
銭
貨
2
枚
（
西
側
：
50
円
玉
（
昭
和
49
年
）、
東
側
：
1
0
0
円
玉
（
平
成
15
年
））、
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前
面
の
芳
名
板
の
前
に
も
銭
貨
1
枚
（
10
円
玉
（
昭
和
53
年
））
が
置
か
れ
て
い
た
。

壁
は
石
積
と
セ
メ
ン
ト
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
地
面
か
ら
下
半
部
は
セ
メ
ン
ト
で
目
を
埋
め
た
石
積
、
そ
の
上
は
セ

メ
ン
ト
の
打
ち
っ
放
し
に
な
っ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
壁
部
は
ザ
ー
ヤ
ー
の
手
前
ほ
ど
高
く
、
奥
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る

（
図
5

−

2

−

5
）。
斜
面
地
で
あ
る
た
め
、
壁
を
地
面
に
垂
直
に
同
じ
高
さ
に
建
て
る
と
上
面
の
高
さ
が
一
致
し
な
い

こ
と
か
ら
、
セ
メ
ン
ト
壁
部
の
高
さ
を
変
え
て
調
整
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

石
積
壁
部
と
セ
メ
ン
ト
壁
部
の
接
合
部
は
全
周
に
渡
っ
て
段
が
設
け
ら
れ
、
物
置
棚
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
木
製
の
棚
が
増
設
さ
れ
、
た
ら
い
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
（
図
5

−

2

−

5
）。
セ
メ
ン
ト
部
奥
側
に

当
た
る
北
西
壁
の
東
側
と
、
北
東
壁
の
奥
壁
側
に
は
そ
れ
ぞ
れ
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
図
4

−

2
）。
窓
に
は
横
方

向
の
格
子
が
設
け
ら
れ
る
。

ま
た
内
側
の
四
隅
の
石
積
部
に
は
サ
ン
ゴ
石
で
作
ら
れ
た
15
～
20
㎝
の
突
出
部
が
設
け
ら
れ
て
お
り
（
図
5

−

2

−

6
）、
こ
れ
も
何
か
を
配
置
す
る
た
め
の
台
と
推
察
さ
れ
る
。
下
地
克
子
氏
に
よ
れ
ば
ロ
ク
ソ
ク
の
台
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ザ
ー
ヤ
ー
の
床
に
は
、
セ
メ
ン
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
加
工
し
て
作
っ
た
礎
石
が
一
面
に
並
ぶ
（
図
５

−

１
、
図
5

−

2

−

1
、
2
）。
2
0
1
9
年
3
月
ま
で
全
体
が
上
げ
床
に
な
っ
て
お
り
、
床
材
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

南
西
角
に
残
っ
た
上
げ
床
の
一
部
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
北
西
角
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ま
れ
た
一
角
が
あ
り
、
複

数
の
被
熱
し
た
石
「
火
の
神
」
と
香
炉
が
確
認
さ
れ
る
（
図
5

−

1
、
図
5

−

2

−

3
）。
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木

屋根先 崩落

崩落

案内板

柱穴の内底

S
P
A

S
P
A
’

木

石積

石列

10m
石
積

石
積

石
列

S
P
A
’

S
P
A

L
L
=
4
.
0
5
3

1

2

1、2019年調査時の平面図、断面図　　2、1923年調査時の平面図

図4 -1　ザーの外観
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1

2 3

4 5 6

1、ザーヤー外観（南から撮影）
2、ザーヤー南壁の芳名板（南から撮影）
3、石列（囲み内　南から撮影）
4、北側の石積（東から撮影）　　5、南側の石積（東から撮影）
6、道路の大石（北から撮影）

図4 -2　ザーの外観
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1
m

瓦

ブ
ロ
ッ
ク

セ
メ
ン
ト
瓦

サ
ン
ゴ
礫

セ
メ
ン
ト
瓦

釘

石青
磁

セ
メ
ン
ト
瓦

瓦

5
0
円
玉

1
0
0
円
玉

1
0
円
玉

セ
メ
ン
ト

芳
名
板

石

サ
ン
ゴ
礫

セ
メ
ン
ト
瓦

土
間
の
残
欠

木
材
等
の

廃
材
溜

SPA

SPB

SPA’

SPB’

SPD’SPD

SPC SPC’

S
P
E

S
P
E
’

ブ
ロ
ッ
ク

香
炉

石
灰
岩
壁

SPA’
岩

SPA

セメント瓦セメント瓦

SPE
SPB’ 岩

サンゴ礫セメント瓦

S
P
E
’

L
L
=
1
0
0
.
0
m

S
P
E

SPD’
LL=100.0m

SPD

瓦

ブロック

SPC’
LL=100.0m

SPC

図5 -1　ザーヤー内部
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1

2

3 4

5 6

1、全景（東側　西から撮影）	 2、全景（西側　東から撮影）
3、火の神と香炉（北東角　南から撮影）	 4、窓と壁面（東辺北側　西から撮影）
5、棚と壁面（西辺南側　東から撮影）	 6、角の突出部（南東角　北西から撮影）

図5 -2　ザーヤー内部
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物
入ザ

ー
ヤ
ー
の
前
面
外
壁
の
西
端
に
貼
り
つ
い
て
、
周
囲
よ
り
約
30
㎝
高
い
一
辺
約
1
m
の
略
正
方
形
の
セ
メ
ン
ト
叩

き
床
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
上
に
当
た
る
前
面
壁
に
は
横
方
向
に
二
本
の
材
が
渡
さ
れ
て
い
る
（
図
4

−

2

−

1
）。
隣
家
の
住
人
の
方
に
よ
れ
ば
物
入
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
本
の
材
は
棚
の
痕
跡
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

石
列ミ

ナ
ー
の
南
端
に
、
ザ
ー
ヤ
ー
と
並
行
（
東
西
）
方
向
に
石
を
埋
め
込
ん
で
い
る
（
図
4

−

1
、
図
4

−

2

−

3
）。

何
ら
か
の
境
界
線
と
推
察
さ
れ
る
が
、
段
を
構
成
し
て
い
る
訳
で
は
無
く
、
役
割
や
意
味
づ
け
は
不
明
で
あ
る
。

石
積ザ

ー
ヤ
ー
の
前
面
に
は
東
西
方
向
に
伸
び
る
南
北
2
列
の
石
積
が
設
け
ら
れ
、
間
が
通
路
と
な
っ
て
い
る
（
図
4

−

1

−

1
、
図
4

−
2

−
4
、
図
4

−

2

−

5
）。
ザ
ー
ヤ
ー
に
入
る
た
め
に
は
、
南
側
の
石
積
の
東
側
を
回
っ
て
北
側

の
石
積
と
の
間
の
通
路
を
西
へ
向
か
い
、
突
き
当
り
で
北
へ
向
く
こ
と
と
な
る
。
北
側
の
石
積
（
図
4

−

2

−

4
）
は

東
端
が
北
へ
曲
が
り
平
面
L
字
型
を
呈
す
る
。
南
側
の
石
積
（
図
4

−

2

−

5
）
は
ザ
ー
全
体
を
区
画
す
る
石
積
の
西

側
部
と
連
結
す
る
。

大
石ザ

ー
前
の
道
を
挟
ん
で
対
面
に
、
大
石
が
確
認
さ
れ
る
（
図
4

−

2

−

6
）。
下
地
克
子
氏
に
よ
れ
ば
、
元
々
ザ
ー
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の
庭
に
あ
っ
た
と
い
う
。

2

−

3
．
ト
レ
ン
チ
調
査
の
成
果
（
図
6
、
図
7
）

ザ
ー
の
下
部
構
造
、
構
築
年
代
、
過
去
の
土
地
利
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ザ
ー
ヤ
ー
内
部
中
央
を
南

北
に
縦
断
す
る
幅
50
㎝
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
掘
り
下
げ
た
（
図
6
）。
上
述
の
通
り
、
ザ
ー
ヤ
ー
の
床
は
高
所
を
削

平
し
低
所
に
土
盛
り
し
て
平
坦
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
削
平
と
土
盛
り
の
時
期

が
分
か
れ
ば
、
ザ
ー
ヤ
ー
の
構
築
時
期
を
推
察
で
き
よ
う
。

発
掘
調
査
期
間
内
に
、
ト
レ
ン
チ
内
全
体
を
基
盤
層
と
な
る
岩
盤
ま
で
掘
り
切
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
ト
レ

ン
チ
北
側
の
一
部
に
岩
盤
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
6
つ
の
層
序
を
確
認
し
、
東
壁
で
サ
ン
プ
ル
採
取
を
行
っ
た
。

1
層
：H

ue7.5Y
R 3/1　

黒
褐
色
土　

し
ま
り
な
し
。
粘
り
な
し
。
径
30
㎜
以
下
の
小
礫
を
少
量
含
む
。

2
層
：H

ue7.5Y
R 3/3　

暗
褐
色
土　

し
ま
り
な
し
。
粘
り
弱
。
径
5
㎜
以
下
の
小
礫
を
少
量
含
む
。

3
層
：H

ue7.5Y
R 3/3　

暗
褐
色
土　

し
ま
り
な
し
。
粘
り
や
や
あ
り
。
径
5
㎜
以
下
の
小
礫
を
少
量
含
む
。

4
層
：�H

ue7.5Y
R 3/3　

暗
褐
色
土　

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
り
や
や
あ
り
。
径
50
㎜
を
超
え
る
礫
、
貝
を
少
量

含
む
。

5
層
：�H

ue7.5Y
R 3/1　

黒
褐
色
土　

し
ま
り
や
や
あ
り
。
粘
り
や
や
あ
り
。
径
30
㎜
以
下
の
小
礫
、
貝
を
少
量

含
む
。
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1m

12

4

3
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6

石

発
掘
限
界

礎
石

礎
石

石
灰
岩

礎
石

石
1

2

4

3

5

6

7
L
L
=
1
4
0
.
0
m

サ
ン
プ
ル

7
礎
石

礎
石

石

1

2 4

3

5

6

7
L
L
=
1
4
0
.
0
m

6

発
掘
限
界

石
灰
岩

礎石

礎石

石灰岩壁

砂層
(7層)

石灰岩

図6 -1　ザーヤー内のトレンチ調査
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1

2

1、トレンチ完掘状況（南から撮影）
2、ブロック礎石の断面（西から撮影）

図6 -2　ザーヤー内のトレンチ調査
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6
層
：�Hue2.5Y

R 3/6　

暗
赤
褐
色
土　

し
ま
り
あ
り
。
粘
り
や
や
あ
り
。
径
35
㎜
以
上
の
礫
、
貝
を
微
量
に
含
む
。

7
層
：H

ue10Y
R 8/3　

浅
黄
橙
色
土　

し
ま
り
な
し
。
粘
り
弱
。
海
浜
砂
。

※
土
層
の
色
調
は
『
標
準
土
色
帳
』（
農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
監
修
）
に
準
拠
し
た
。

1
、
2
、
3
層
か
ら
は
、
宮
古
式
土
器
や
青
磁
と
共
に
、
鉄
製
の
王
冠
や
丸
釘
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
片
、
ボ
タ
ン
な
ど
が

確
認
さ
れ
た
。
遺
物
の
年
代
か
ら
近
現
代
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
セ
メ
ン
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
加
工
し
て
作
っ
た
礎
石
が
1
層
上
面
か
ら
確
認
で
き
る
。
土
層
断
面
を
観
察
す
る

と
、
3
層
上
面
か
ら
ピ
ッ
ト
を
掘
り
込
ん
だ
上
で
、
ピ
ッ
ト
内
に
厚
さ
数
㎝
の
海
浜
砂
（
7
層
）
を
敷
き
、
そ
の
上
に

据
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
図
6

−

1
、
図
6

−

2

−

2
）。
海
浜
砂
は
礎
石
を
安
定
さ
せ
、
ま
た
上
面
を
水

平
に
微
調
節
す
る
た
め
の
措
置
と
推
察
さ
れ
る
。
筆
者
は
西
表
島
網
取
村
跡
の
屋
敷
跡
で
、
砂
と
土
の
互
層
に
よ
る
礎

石
固
め
の
類
例
を
実
見
し
て
い
る
。

4
層
は
、
上
面
で
ト
レ
ン
チ
北
側
で
礫
群
が
検
出
さ
れ
る
。
ト
レ
ン
チ
中
央
や
南
側
で
は
硬
化
面
が
検
出
さ
れ
、
ブ

ロ
ッ
ク
礎
石
下
の
砂
層
の
下
面
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
硬
化
面
よ
り
下
層
で
は
礫
や
貝
を
多
く
含
む
。
出
土
遺
物
（
図

7

−

1
、
7

−
2
）
は
15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
国
産
の
青
磁
、
褐
釉
陶
器
、
宮
古
式
土

器
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
僅
か
な
が
ら
沖
縄
産
陶
器
が
出
土
す
る
。
白
化
粧
土
を
施
し
た
沖
縄
産
施
釉
陶
器
（
上
焼
）

の
破
片
も
出
土
し
て
お
り
（
図
7

−

2

−

5
）、
18
世
紀
代
ま
で
幅
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。

5
層
も
上
面
が
硬
化
面
と
な
り
、
そ
の
下
に
は
4
層
よ
り
は
小
振
り
の
礫
や
貝
を
含
む
。
中
国
産
の
青
磁
、
宮
古
式
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10cm

1 2

3

4

5 6

7

8

9

1～6、宮古式土器　　7～9、中国産褐釉陶器

図7 -1　ザー内トレンチ第4層出土遺物
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1

2

3

4

5

10cm

1～4、青磁　　5、沖縄産施釉陶器（上焼）

図7 -2　ザー内トレンチ第4層出土遺物
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土
器
が
主
体
と
な
り
、
15
世
紀
後
半
か
ら
16
世

紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
た
だ
5
層
内

か
ら
は
13
世
紀
後
半
か
ら
15
世
紀
前
半
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
野
城
式
土
器
が
検
出
さ
れ
て
お
り

（
図
7

−

3

−

1
）、
現
時
点
で
狩
俣
集
落
内
に

お
け
る
最
古
級
の
資
料
と
な
る
。
た
だ
5
層
出

土
資
料
の
主
体
と
は
な
ら
ず
、
古
い
遺
物
が
造

成
時
の
盛
り
土
に
紛
込
ん
だ
可
能
性
を
考
え
て

お
き
た
い
。

6
層
は
暗
赤
褐
色
の
粘
土
層
で
あ
る
。
造
成

層
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
人
工
物
を
含
ま
ず
、

年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
時
間
的
制
約
が

あ
っ
た
こ
と
、
当
初
の
目
的
を
達
し
た
も
の
と

判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
6
層
を
検
出
し
た
と
こ

ろ
で
発
掘
限
界
と
し
、
本
調
査
を
終
了
し
た
。

1

2

3

10cm

1、野底式土器　　2、宮古式土器　　3、中国産褐釉陶器

図7 -3　ザー内トレンチ第5層出土遺物
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3
．
考
察

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
分
析
と
考
察
を
試
み
る
。

ザ
ー
ヤ
ー
の
発
掘
調
査
で
は
、
傾
斜
す
る
石
灰
岩
の
岩
盤
上
に
6
層
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
の
年
代
か

ら
、
4
層
、
5
層
と
も
15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀
前
半
が
主
体
と
な
る
が
、
5
層
に
は
最
大
で
13
世
紀
後
半
ま
で
遡
り

得
る
資
料
が
含
ま
れ
、
4
層
に
は
18
世
紀
代
の
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
年
代
差
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
両

層
と
も
上
面
が
硬
化
面
と
な
り
、
こ
れ
を
人
間
活
動
の
痕
跡
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
2
時
期
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
4
層
、
5
層
は
貝
類
を
含
む
が
、
こ
れ
は
造
成
に
伴
っ
て
埋
め
ら
れ
た
と
も
解
釈
出
来
よ
う
。

そ
れ
以
後
は
近
代
期
ま
で
人
工
遺
物
も
貝
類
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
日
常
的
な
生
活
空
間
と
し
て
で
な
く
、
特
殊
な

場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
ザ
ー
ヤ
ー
建
設
以
前
の
土
地
利
用
方
法
は
不
明
だ
が
、
5
層
か
ら
の
野
城
式
土
器
の
出

土
は
狩
俣
集
落
の
歴
史
が
13
世
紀
後
半
～
15
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
ザ
ー
ヤ
ー
が

建
つ
地
点
に
お
い
て
、
15
～
16
世
紀
の
何
れ
か
の
時
点
で
、
斜
面
を
平
坦
に
加
工
す
る
造
成
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
礎
石
や
柱
穴
等
の
建
築
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
こ
の
場
所
に
建
築
物
が
存
在
し
た
か
ど

う
か
は
厳
密
に
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
、
鎌
倉
芳
太
郎
の
調
査
が
行
わ
れ
た
20
世
紀
前
半
期
か
ら
現
在
に
至
る
も
の
と

同
様
の
構
造
の
ザ
ー
ヤ
ー
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
痕
跡
は
残
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
か

つ
て
は
存
在
し
た
ら
し
い
棟
持
ち
株
（
図
2
—
2
）
の
柱
穴
を
検
証
す
る
等
、
広
域
な
面
的
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
更
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な
る
調
査
と
検
討
を
要
す
る
。

そ
の
後
少
な
く
と
も
2
度
の
造
成
が
行
わ
れ
、
一
度
目
は
4
層
の
年
代
か
ら
15
～
18
世
紀
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
二

度
目
は
3
層
の
年
代
と
ブ
ロ
ッ
ク
礎
石
か
ら
近
現
代
期
に
行
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
、
鎌
倉
資
料
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
礎
石
や

上
げ
床
の
記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
1
9
2
3
年
以
降
で
あ
ろ
う
。

な
お
鎌
倉
資
料
に
は
、
ザ
ー
ヤ
ー
内
の
北
側
の
壁
近
く
に
礫
が
敷
か
れ
た
絵
図
が
あ
り
（
図
2

−

2
、
3
）、
4
層

上
面
の
礫
群
は
こ
れ
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
鎌
倉
資
料
で
は
丸
石
に
描
か
れ
て
お
り
、
形
状
が
異
な
る
た

め
可
能
性
に
留
ま
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

鎌
倉
芳
太
郎
氏
の
調
査
（
鎌
倉
1
9
8
2
：
20
、
22
）
を
始
め
と
す
る
過
去
の
記
録
と
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
と

な
っ
た
現
状
を
比
較
す
る
と
、
こ
こ
1
0
0
年
間
の
ザ
ー
、
ザ
ー
ヤ
ー
の
変
遷
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
検
討
が
可
能
と

な
る
。
管
見
の
限
り
、
過
去
の
ザ
ー
ヤ
ー
の
様
子
が
確
認
で
き
る
の
は
、
1
9
2
3
年
の
鎌
倉
氏
の
調
査
記
録
（
鎌
倉

1
9
8
2
）、
1
9
5
4
年
に
修
理
し
た
際
の
芳
名
板
の
記
録
、
1
9
7
2
年
、
1
9
7
4
年
、
1
9
7
6
年
の
ウ
ヤ
ー

ン
祭
祀
の
写
真
記
録
（
上
井
他
2
0
1
8
：
1
0
8

−

1
0
9
、
比
嘉
1
9
9
1
：
18
）、
1
9
7
5
年
の
ウ
ヤ
ー
ン

祭
祀
の
手
記
（
上
井
他
2
0
1
8
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
と
、
2
0
1
9
年
の
調
査
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
ザ
ー
ヤ
ー
の
概
ね
の
変
遷
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
（
表
）。

1
9
2
3
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
鎌
倉
1
9
8
2
：
13
）
と
2
0
1
9
年
時
点
の
状
況
を
比
較
す
る
と
、
ザ
ー

ヤ
ー
前
面
の
石
積
の
位
置
に
変
化
は
な
い
が
、
使
わ
れ
る
石
材
の
違
い
が
確
認
さ
れ
る
。
場
所
を
移
動
さ
せ
な
い
ま
ま
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修
復
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
1
9
7
4
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
上
井
2
0
1
8
：

1
0
8
）
と
照
合
す
る
と
、
現
在
と
同
じ
石
材
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ザ
ー
ヤ
ー
の
内
部
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
礎
石
を
用
い
た
上
げ
床
や
、
火
の
神
周
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
区
画
等
、
変
更
さ
れ
た
諸

点
が
認
め
ら
れ
る
。
下
地
克
子
氏
に
よ
れ
ば
、
大
き
な
香
炉
は
移
動
さ
せ
、
元
々
は
丸
い
大
き
な
石
に
セ
メ
ン
ト
の
立

方
体
が
接
合
し
た
台
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
鎌
倉
資
料
と
比
較
す
る
と
、、
位
置
は
変
更

さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
香
炉
、
火
の
神
が
確
認
で
き
る
。
北
西
は
火
の
神
と
香
炉
が
位
置
し
、
南
面
し
た
2
つ
の
入
口

が
あ
る
等
、
場
所
ご
と
の
利
用
法
や
全
体
の
寸
法
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

ザ
ー
ヤ
ー
の
内
部
は
1
0
0
年
前
か
ら
の
伝
統
を
継
承
し
て
来
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
外
観
の
変
化
は
大
き

か
っ
た
。
1
9
2
3
年
時
の
屋
根
は
急
勾
配
の
茅
葺
屋
根
と
な
っ
て
お
り
、
ザ
ー
ヤ
ー
全
体
が
高
さ
12
・
5
尺
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。
壁
は
写
真
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
が
、
図
面
と
僅
か
に
写
っ
た
東
端
か
ら
、
石
積
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
図
2

−

1
、
2
）。
入
口
は
現
在
と
同
じ
く
二
カ
所
記
載
さ
れ
る
が
、
扉
の
記
載
は
な
い
こ
と

か
ら
開
口
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
1
9
7
2
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
上
井
他
2
0
1
8
：
1
0
9
）
で
は
緩
勾
配
の
セ
メ
ン
ト
瓦
屋
根
に

な
っ
て
い
る
。
壁
は
目
地
を
セ
メ
ン
ト
で
埋
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
石
積
の
ま
ま
で
あ
る
。
壁
の
高
さ
を
変

え
ず
に
屋
根
を
下
げ
た
の
な
ら
、
屋
内
は
天
井
が
低
く
狭
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
1
9
7
4
年
撮
影
の
写
真
（
比
嘉

1
9
9
1
：
18
）
で
も
、
屋
根
と
壁
は
72
年
と
同
様
で
あ
る
。
狩
俣
の
ウ
ヤ
ー
ン
を
調
査
し
た
も
ろ
さ
わ
よ
う
こ
氏
の
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2019年 1972, 74, 75, 76年 1954年 1923年

緩
勾
配
の
赤
瓦
葺
。

土
間
か
ら
棟
内
面

ま
で
約
3
・
6
m

緩
勾
配
の
セ
メ
ン

ト
瓦
葺
。

？ 急
勾
配
の
茅
葺
。

土
間
か
ら
棟
内
面

ま
で
12
・5
尺

屋
根

下
半
：
石
積
（
セ

メ
ン
ト
で
目
止
め
）

上
半
：
セ
メ
ン
ト

石
積

石
積

石
積

壁

板
戸
。

開
口
部
幅

約
70
㎝

板
戸
。

開
口
部
幅

約
90
㎝
？

？ 扉
無
し
？

西
側
開
口
部
幅

3
・2
尺

東
側
開
口
部
幅

2
・6
尺

扉

全
体
に
高
さ
約
20
㎝

の
高
床
の
板
敷
き
。

西
奥
に
高
さ
約
20
㎝

の
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
さ

れ
た
火
の
神
。

？ ？ 東
に
は
高
さ
1
尺

の
一
段
高
い
座
敷
。

中
央
は
奥
か
ら
屋

敷
内
中
央
付
近
ま

で
石
敷
。

西
奥
に
は
土
間
の

高
さ
に
火
の
神
。

床

上
井
他
2
0
1
8
：

1
0
8—

1
0
9

比
嘉
1
9
9
1
：
18

遺
構
の
芳
名
板

鎌
倉
1
9
8
2

出
典

表　ザーヤーの変化
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5m

2019年

全
景
（
南
か
ら
撮
影
）

内
部
の
平
面
図

香
炉
と
火
神

香炉

香炉

火の神

火の神

火の神

1923年

図8　ザーヤーの変化
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1
9
7
5
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ザ
ー
は
「
人
造
の
ス
レ
ー
ト
瓦
屋
根
・
板
戸
粗
末
な
十
坪
足
ら
ず
の
古
び
た

小
屋
だ
っ
た
」
と
い
う
（
上
井
他
2
0
1
8
：
2
1
4
）。
ま
た
70
年
代
の
記
録
に
は
2
つ
の
入
口
に
扉
が
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

な
お
上
地
太
郎
氏
に
よ
る
『
狩
俣
民
俗
誌
』
に
も
、
年
代
不
明
な
が
ら
セ
メ
ン
ト
瓦
葺
き
の
ザ
ー
ヤ
ー
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（
図
2

−

5　

上
地　

巻
頭
写
真
）。
や
や
不
明
瞭
だ
が
、
屋
根
と
壁
は
72
年
、
74
年
撮
影
の
写
真
と

同
様
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
前
面
の
石
積
に
は
現
在
と
同
じ
石
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

資
料
の
年
代
か
ら
、
1
9
2
3
年
か
ら
1
9
7
2
年
ま
で
の
約
半
世
紀
間
に
、
茅
葺
・
石
積
壁
か
ら
セ
メ
ン
ト
瓦
・

石
積
セ
メ
ン
ト
併
用
壁
へ
の
変
化
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
現
在
の
ザ
ー
ヤ
ー
南
壁
に
は
昭
和
29
年
の
改
築
を

記
録
し
た
寄
付
者
の
芳
名
板
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
変
化
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、

具
体
的
な
改
築
内
容
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
断
定
は
で
き
な
い
。
外
観
の
大
き
な
変
化
が
こ
の
半
世
紀
中
の
何
れ
か
に

生
じ
た
の
か
、
絞
り
込
む
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
さ
ら
に
1
9
7
2
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
に
、
赤
瓦
葺

き
の
ザ
ー
ヤ
ー
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
芳
太
郎
の
調
査
か
ら
約
一
世
紀
の
間
も
ザ
ー
ヤ
ー
は
様
々
な
変
化
を
遂
げ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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小
結

聖
地
の
発
掘
と
い
う
難
し
い
調
査
だ
っ
た
が
、
予
想
を
上
回
る
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ザ
ー
の
成
立

時
期
は
15
〜
16
世
紀
と
推
察
さ
れ
る
。
ザ
ー
と
結
び
つ
く
ウ
ヤ
ー
ン
は
、『
琉
球
国
由
来
記
』
の
記
載
か
ら
17
世
紀
後

半
に
は
存
在
し
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
更
に
遡
る
可
能
性
が
出
て
来
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
な
お
女
性
が
枝
葉
を
持
ち
呪
術
を
行
う
記
載
が
1
5
0
0
年
の
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
乱
」
を
巡
る
記
録 

（
球
陽

研
究
会
1
9
7
4
：
1
8
9
） 

に
登
場
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
儀
礼
行
為
は
遺
物
や
遺
構
と
し
て
確
認
し
づ
ら

い
が
、
間
接
的
で
あ
っ
て
も
証
拠
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
追
究
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
野
城

式
土
器
の
出
土
は
、
ザ
ー
ヤ
ー
が
存
在
し
な
か
っ
た
、
少
な
く
と
も
現
在
の
地
点
に
は
な
い
時
期
に
も
、
狩
俣
集
落
に

人
間
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
周
辺
の
諸
施
設
と
の
関
係
性
の
追
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
ザ
ー
と
深
い
結
び
つ
き
を
持

ち
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ザ
ー
後
方
に
位
置
す
る
天
道
（
テ
ィ
ン
ド
ー
）
で
あ
る
。
丘
陵
の
頂
点
に
位
置
す
る
開
け
た
広

場
に
円
形
の
石
積
が
置
か
れ
た
こ
の
空
間
は
重
要
な
聖
地
と
さ
れ
る
。
奥
濱
幸
子
氏
に
よ
れ
ば
、
大
き
な
神
は
テ
ィ
ン

ド
ー
に
天
降
り
し
そ
こ
を
通
っ
て
集
落
に
降
臨
し
、
祭
礼
を
終
え
る
と
再
び
テ
ィ
ン
ド
ー
を
通
っ
て
戻
る
。
一
方
、
集

落
の
随
所
に
鎮
座
す
る
小
さ
な
神
は
素
朴
な
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
天
道
を
通
過
す
る
神
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
（
奥

濱
2
0
2
0
：
2
2
9
）。
ザ
ー
の
儀
礼
は
そ
の
前
後
に
テ
ィ
ン
ド
ー
で
の
儀
礼
を
挟
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
テ
ィ
ン
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ド
ー
は
ザ
ー
の
い
わ
ば
出
入
口
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
今
日
知
ら
れ
る
ウ
ヤ
ー
ン
の
成
立
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
両
者
の
関
係
性
を
追
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
本
調
査
終
了
か
ら
約
1
年
後
、『
宮
古
新
報
』
紙
上
に
お
い
て
発
掘
調
査
に
対
す
る
反
対
意
見
が
掲
載
さ
れ
た
（
狩
俣

2
0
2
0
、
新
里
2
0
2
0
a
、
2
0
2
0
b
） 

。
本
稿
で
は
、
ザ
ー
の
発
掘
調
査
に
関
わ
る
一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
時
系
列

に
従
っ
て
記
し
、
本
調
査
が
関
係
者
へ
の
事
前
の
説
明
を
実
施
し
た
上
で
行
わ
れ
、
ま
た
聖
地
に
対
す
る
敬
意
を
失
す
る
も
の

で
は
無
い
こ
と
を
示
し
た
い
。
な
お
調
査
開
始
前
と
来
訪
時
に
も
必
ず
そ
の
時
の
自
治
会
長
と
ア
ブ
ン
マ
へ
目
的
と
予
定
を
伝

え
て
了
承
を
得
て
い
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
く
。

	

　

2
0
1
9
年
3
月
8
日
～
11
日　

集
落
内
の
踏
査
、
遺
跡
・
遺
構
確
認
。
こ
の
時
す
で
に
腐
食
老
朽
化
し
た
ザ
ー
の
床
が
取

り
払
わ
れ
て
土
間
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
自
治
会
長
（
当
時
）
と
ア
ブ
ン
マ
（
当
時
）
に
翌
年
度
4
、
5
月
連
休
時

の
発
掘
調
査
を
提
案
。
4
月
の
自
治
会
に
て
議
論
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
3
月
9
日
に
宮
古
島
市
立
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
発
表
（
石
井
2
0
1
9
b
、
c
）。

	

　

2
0
1
9
年
3
月　

狩
俣
自
治
会
長
（
当
時
）、
ア
ブ
ン
マ
（
当
時
）
に
充
て
て
「
狩
俣
集
落
発
掘
調
査　

2
0
1
9
年
度

計
画
」
を
送
付
（
2
0
1
9
年
3
月
18
日
付
）。
宮
古
島
市
教
育
委
員
会
の
担
当
者
に
調
査
内
容
を
連
絡
し
て
妥
当
性
に
つ
い

て
相
談
し
了
承
を
得
、
ま
た
調
査
中
の
現
地
確
認
を
依
頼
。
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2
0
1
9
年
4
月
5
日　

狩
俣
自
治
会
総
会
に
て
、
提
出
し
た
計
画
書
に
基
づ
い
た
調
査
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
、
実
施
の

可
否
に
つ
い
て
議
題
と
な
り
、
了
承
さ
れ
る
（
自
治
会
長
（
当
時
）
よ
り
そ
の
旨
ご
連
絡
い
た
だ
く
）。

	
　

2
0
1
9
年
4
月
27
日
～
5
月
6
日　

ザ
ー
内
の
発
掘
調
査
。
事
前
に
ア
ブ
ン
マ
（
当
時
）
に
神
願
い
を
し
て
い
た
だ
き
、

調
査
チ
ー
ム
が
揃
っ
た
5
月
1
日
に
改
め
て
神
願
い
を
し
て
い
た
だ
く
。
調
査
中
は
現
場
を
開
放
し
、
来
訪
者
に
逐
次
説
明
。

宮
古
島
市
教
育
委
員
会
の
担
当
者
も
来
訪
し
現
場
を
確
認
。
終
了
後
、
現
場
は
埋
め
戻
し
て
発
掘
前
の
状
態
に
戻
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
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石
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狩
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狩
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狩
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国
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、
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、
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、
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筆
者
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撮
影
、
作
成
し
た
。


